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きらめき　ひろがる　有田川



ま ち の わ だ い
第９回 有田川駅伝大会

『第 9 回有田川駅伝大会』が
3 月 2 日（日）、開催されました。

各チームともタスキに熱い想い
を込め、コースを駆け抜けました。
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ま ち の わ だ い
大会の結果は左の表

のとおりです。また、
ホームページにはすべ
ての順位を掲載してい
ますので、ぜひご覧く
ださい。

第 9回有田川駅伝大会の成績【団体】
順位部門 1 位 2 位 3 位

成人 A 会津スポーツクラブ A
1 時間 55 分 48 秒

あら～く隊
1 時間 59 分 12 秒

和歌浦走友会 A
2 時間 02 分 42 秒

成人 B 共和薬品工業 S
27 分 39 秒

煙樹　Boy's
27 分 45 秒

NSSU
28 分 05 秒

小学生男子 おむかいさん
30 分 50 秒

友情＆絆
35 分 00 秒

ナアム KKC
36 分 43 秒

小学生女子 吉備ジュニア
35 分 43 秒

NANAMI
41 分 13 秒

中学生男子 吉備中学校陸上部 A
27 分 54 秒

オレたち花の受験組
28 分 55 秒

超人の集い
28 分 56 秒

中学生女子 陸上 3 姉妹
34 分 09 秒

吉備中学校ホッケー部 A
36 分 36 秒

吉備中学校女子柔道部
37 分 15 秒

もう1 つの駅伝 2月16日（日）

有田川町 出場選手【敬称略】

有田川町チーム（No.16）
1 区

小澤 奏斗
6 区

髙垣 朱音
2 区

森 彩香
7 区

上前 真之介
3 区

奥森 愛梨
8 区

峠原 菜緒
4 区

岩本 悠里
9 区

矢田 一馬
5 区

永岡 拓大
10 区

上野山 秀

有田川町オープンチーム（No.43）
1 区

山本 輝昴
6 区

中嶋 夕華
2 区

林 佳奈
7 区

西岡 佑真
3 区

稲本 楓香
8 区

谷口 朱布佳
4 区

前上 友希
9 区

上門 義輝
5 区

東 捷太
10 区

岡野 耕大

第13回 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

『控え選手』丸山　豊　　峠原　理佳　　谷畑　洸介　　前　晴貴　　宮原　もえり　　吉松　春佳
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ま ち の わ だ い
～亀田の柿の種とぶどう山椒～末永くお幸せに・・・

HAPPY WEDDING!

第
９
回 

有
田
川
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

亀田製菓株式会社「亀田の柿の種」と最も相性のよい食材を結婚相手
と見立てて、全国から特産物を募集する「亀田の柿の種の婚活」プロジェ
クトにおいて、全国の強豪ひしめく花嫁候補の中から、みごと投票数 1
位の座を射止めた有田川町特産の「ぶどう山椒」が昨年 10 月に結婚式
を挙げ、コラボ商品が本年 2 月に発売されたことを祝して、花嫁の出身
地である有田川町において「披露宴」が開催されました。当日は小雨の
降る中でしたが、本当の披露宴さながらの進行で会場はお祝いムード一
色！大声祝福コンテストやピリッとスパイスの効いた祝電披露、桂枝曾
丸さんのお祝い落語やしみずイケメン三人衆による替え歌お祝いソング
などで会場は大盛り上がり ! また、山椒を使った創作料理も振る舞われ、
みなさんにお楽しみいただきました。

亀田の柿の種ぶどう山椒、みなさんご賞味いただきましたでしょう
か？今回は期間限定での発売でしたが、定番化されていつでも楽しめる
ようになってほしいものですね。

「
第
9
回
有
田
川
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
表
彰
式
が
3
月
8
日（
土
）、

き
び
ド
ー
ム
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
25
年

中
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
・
団

体
の
栄
誉
を
讃
え
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
22
人
・
3
団
体
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

の
健
全
な
普
及
及
び
発
展
に
貢
献
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
成
果
を

あ
げ
た
2
団
体
に
対
し
、「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

感
謝
状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。【
敬
称
略
】

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞

　

坂
口　

桜
桃　

剣
道　
　
　

石
垣
中

矢
田　

一
馬　
タ
ス
キ
リ
レ
ー　

五
西
月
小

森
本　

恵
翔

　
陸
上
競
技
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

鳥
屋
城
小

宮
地　

悠
槻　

空
手　
　
　

藤
並
小

生
駒
明
日
紀　

空
手　
　
　

田
殿
小

出
口　

翔
太　

空
手　
　
　

藤
並
小

団

　体

　ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞

　

金
屋
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

学
童
軟
式
野
球

K
I
B
I
‐
j
r
ク
ラ
ブ

　

男
子
チ
ー
ム　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

K
I
B
I
‐
j
r
ク
ラ
ブ

　

女
子
チ
ー
ム　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　地
域
ス
ポ
ー
ツ
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
感
謝
状

　

藤
並
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

少
年
野
球

田
殿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

少
年
野
球

個

　人

　ス
ポ
ー
ツ
賞

　

中
井
理
紗
子　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
付
属
中
学
校

松
葉　

祐
太　

日
本
拳
法　

石
垣
中

　ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

勝
丸　

雄
介　

軟
式
野
球　

耐
久
高

川
嶋　

健
太　

軟
式
野
球　

耐
久
高

栗
栖　
　

崚　

軟
式
野
球　

耐
久
高

千
畑　

京
介　

軟
式
野
球　

耐
久
高

刀
祢　

高
晃　

軟
式
野
球　

耐
久
高

前
勢　

紘
人　

軟
式
野
球　

耐
久
高

川
村　

凌
大　

軟
式
野
球　

耐
久
高

森　
　

洋
輔　

軟
式
野
球　

耐
久
高

　ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞

　

揚
戸　

涼
太　

硬
式
野
球　

箕
島
高

枠
谷　

拓
哉　

柔
道　
　
　

箕
島
高

平
松　

孝
浩　

ホ
ッ
ケ
ー　

箕
島
高

林　
　

大
貴　

ホ
ッ
ケ
ー　

箕
島
高

櫻
井　

晶
帆　

空
手　
　
　

耐
久
高

平
畑
恵
理
香　

空
手　
　
　

耐
久
高

みなさん
おめでとうございます。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
尾

岩
坂
ご
み
処
分
場
の
搬
入
条

件
等
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
！

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
の
受
け
入
れ
ご
み

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
取
扱
日
や
搬
入

条
件
等
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
搬
入
で
き
る
ご
み

・
土
砂
、瓦
礫
類（
瓦
・
レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
）、

ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
磁
く
ず
等
の
一
般
廃

棄
物

※
解
体
撤
去
・
処
理
等
を
業
者
に
依
頼
し

た
場
合
、
産
業
廃
棄
物
と
み
な
さ
れ
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
処
分
場
の
取
扱
日
及
び
時
間

・
取
扱
日
：
毎
週
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま

で
（
月
・
火
曜
日
、
12
月
29
日
か
ら
翌

年
の
1
月
4
日
ま
で
は
休
み
で
す
）

・
取
扱
時
間
：
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

■
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
搬
入
で
き
る
ご
み
は
、
有
田
川
町
内
の

家
庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
、
瓦
礫
類
、

ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
磁
く
ず
で
産
業
廃
棄

物
で
な
い
も
の
を
、
町
民
自
ら
が
解
体

撤
去
し
処
理
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
処
分
場
へ
搬
入
で
き
る
者
は
、
許
可
を

受
け
た
者
の
4
親
等
以
内
の
家
族
で
、

そ
れ
以
外
の
者
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
搬
入
量
に
つ
い
て
は
、
1
個
人
1
ケ
月

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

犬
の
飼
い
主
（
所
有
者
）
は
、
生
涯
1

回
の
犬
の
登
録
と
、
法
律
で
毎
年
1
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
（
生
後
3
ヶ
月
以
上
の

犬
）を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

有
田
川
町
で
は
、
4
月
14
日（
月
）
～
18

日（
金
）、
23
日（
水
）
～
25
日（
金
）
の
8

日
間
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し

ま
す
。
車
で
移
動
し
な
が
ら
各
地
区
を
ま

わ
り
ま
す
。
予
定
時
間
や
注
射
場
所
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
3
月
号
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
い
ず
れ
の
場
所
で
も
接
種
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
登
録
も
で
き
ま
す
の
で
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
は
責
任
を
も
っ
て

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
に
噛
ま
れ
た
と

い
う
被
害
や
、
糞
の
放
置
な
ど
で
近
隣
・

地
主
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
。

放
し
飼
い
、
鳴
き
声
等
の
騒
音
、
ふ
ん

尿
の
放
置
、
迷
い
犬
な
ど
、
犬
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り

ま
す
。

犬
は
首
輪
を
し
て
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

散
歩
中
に
犬
が
し
た
糞
は
、
飼
い
主
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
し
つ
け
が
必
要
で

す
。犬
の
性
格
を
よ
く
知
り
、愛
情
を
も
っ

て
、
き
ち
ん
と
し
た
し
つ
け
を
し
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

4
ト
ン
車
1
車
ま
で
と
し
ま
す
。

■
許
可
申
請
方
法

・
搬
入
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場

環
境
衛
生
課
で
許
可
願
出
書
の
記
入
が

必
要
で
す
。（
来
庁
時
は
認
印
が
必
要

に
な
り
ま
す
）

・
許
可
書
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
立
ち
合

い
の
下
、
発
生
地
の
現
場
確
認
時
に
お

渡
し
し
ま
す
。
又
、
処
分
手
数
料
も
そ

の
時
に
徴
収
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

詳
細
は
環
境
衛
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

何
卒
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
子
供
服
バ
ザ
ー
よ
り

去
る
12
月
6
日
（
金
）・
7
日
（
土
）、

A
L
E
C
に
て
開
催
し
ま
し
た
リ
ユ
ー
ス

子
供
服
バ
ザ
ー
に
よ
り
得
た
収
益
で
、
各

町
立
保
育
所
に
絵
本
を
35
冊
購
入
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

●
注
射
料
／
3
，1
9
0
円

　（1
頭
に
つ
き
）

※
お
釣
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
登
録
料
／
3
，0
0
0
円

　（1
頭
に
つ
き
）

※
登
録
料
は
生
涯
1
回
で
す
。

※
登
録
を
す
ま
せ
て
い
る
犬
は
注
射

料
の
み
に
な
り
ま
す
。
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固定資産税　13億8,701万円（9.7%）

軽自動車税
7,884万円 （0.6%）

たばこ税　2億1,912万円（1.5%）

町民税　10億8,710万（7.6%）

入湯税
1,574万円 （0.1%）

使用料等※１
4億6,596万円 （3.2%）

地方譲与税等※２
5億770万円 （3.5%） 

地方交付税
65億円
（45.3%）

繰入金
2億6,221万円 （1.8％）

国庫支出金
10億5,540万円（7.3%）

県支出金
13億6,612万円
（9.5%）

自主財源
24.5％　　 町債14億1,480万円

（9.9%） 依存財源
75.5％

歳入
平成２6年度の一般
会計予算は、対前年
度比 15 億 6,000 万
円の減となりました。

歳出

普通建設事業費
14億9,766万円（10.4%）

公債費
25億

1,184万円
（17.5%）

人件費
 30億889万円
　　　（21.0%）

物件費
 22億
5,690万円
（15.7%）

補助費等
14億4,777万円
（10.1%）

繰出金
20億

5,274千円
（14.3%）

扶助費
11億4,753万円
（8.0%）

積立金（0.9%）
1億3,304万円

予備費等（0.2%）
2,930万円維持補修費（1.1%）

1億5,453万円

義務的経費
   46.5％

その他経費
  42.3％

投資的
経費
11.2%

     民生費
  40億2,436万円
       （28.0%）

     

教育費
10億6,959万円
（7.5%）

総務費
12億3,818万円
（8.6%）      

公債費
25億1,184万円
     （17.5%）

消防費　8億9,636万円（6.3%）

 

農林
水産業費

15億9,889万円
（11.1%）

土木費
10億2,567万円
（7.2%）

衛生費
13億　

4,643万円
      （9.4%）

災害復旧費　1億1,980万円（0.8%） 

予備費　2,930万円 （0.2%）

議会費　1億1,954万円 （0.8%）

諸支出金　1億3,304万円（0.9%） 

　 歳出総額
143億
6,000万円

労働費　4,772万円 （0.3%）

商工費　1億9,928万円（1.4%） 

災害復旧費
１億1,980万円（0.8%）

平
成
26
年
度　

予 

算

※千円以下は四捨五入のため、各項目を合計したものと一致しない場合があります。

一般会計の性質別内訳 一般会計の目的別内訳

歳入歳出
それぞれ 総額 143億6,000万円

有田川町

町の予算を
見てみましょう！

（前年度 159 億 2,000 万円）

※１　使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄附金、繰越金、諸収入の計
※２　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費

税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交
通安全対策交付金の計

平
成
26
年
度　

予 

算
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各会計地方債残高（26年度末見込）
一 般 会 計 ２37 億 3,163 万 4 千円

（244 億 7,346 万 9 千円 )

簡 易 水 道 事 業 ２8 億 7,835 万 4 千円
（27 億 9,112 万 9 千円 )

公 共 下 水 道 事 業 62 億 8,235 万 4 千円
（57 億 2,435 万 7 千円 )

農 業 集 落 排 水 事 業 １8 億 2,627 万 4 千円
（19 億 3,848 万 3 千円 )

簡 易 排 水 事 業 657 万 8 千円
（704 万 5 千円 )

浄 化 槽 事 業 4,136 万 6 千円
（4,470 万 3 千円 )

上 水 道 事 業 8 億 1,680 万 4 千円
（8 億 3,030 万 1 千円 )

※（  ）書きは、25 年度末見込残高

◆ 1 人当たりの町税負担額（見込額）

101,216円※
◆ 1 人当たりに使われるお金（見込額）

521,367円　
◆ 1 人当たりの地方債残高（26 年度末見込）

861,621円　
※平成 26 年 1 月 31 日現在の人口
　（27,543 人）で計算しています。

国 民 健 康 保 険 事 業 38 億 3,645 万 5 千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6 億 8,570 万 4 千円

介 護 保 険 事 業 30 億 7,300 万 1 千円

特別養護老人ホーム等事業 448 万 8 千円

簡 易 水 道 事 業 8 億 5,305 万 2 千円

公 共 下 水 道 事 業 15 億 1,615 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 2 億 8,094 万円

簡 易 排 水 事 業 248 万 4 千円

浄 化 槽 事 業 853 万 8 千円

か な や 明 恵 峡 温 泉 事 業 8,000 万円

上水道事業【収益的】

（　歳　入　） 4 億 3,328 万 9 千円

（　歳　出　） 4 億 826 万 4 千円

上水道事業【資本的】

（　歳　入　） 2 億 840 万円

（　歳　出　） 4 億 6,233 万 4 千円

一般会計の予算規模は、吉備中学校、消防庁舎建設事業
が終了したことによって前年度と比較して 15億 6,000 万
円の減で、143 億 6,000 万円となりました。
主な新規事業は、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例
給付事業 1億 5226 万円、高齢者肺炎球菌ワクチン・小児
インフルエンザ・風しんワクチン接種補助事業1,999万円、
高規格救急車購入 3,409 万円などです。

○町税は、5.1％増の 27億 8,781 万円

・町民税：東日本大震災からの復興に関し地方公共団体
が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係
る地方税の臨時特例による増（553 万円）

○義務的経費は、1.7％減の 66億 6,826 万円
・公債費：元金償還額の減（△ 1億 6,791 万円）
○投資的経費は、48.9％減の 16億 1,746 万円
・吉備中学校・消防庁舎建設などの普通建設事業の減
　（△ 12億 2,209 万円）
・災害復旧事業の減（△ 3億 2,582 万円）

一般会計1人当たりでは？

主な特別会計予算の状況 平成26年度に実施する主な事業

◎平成26年度当初予算について

事　　業　　名 担当課

防 火 水 槽 設 置 事 業 総 務 課

臨 時 福 祉 給 付 金 給 付 事 業 やすらぎ福祉課

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金 給 付 事 業 やすらぎ福祉課

あ ん し ん シ ス テ ム 購 入 事 業 長寿支援課

予 防 接 種 事 業 健康推進課

小 水 力 発 電 所 建 設 事 業 環境衛生課

強 い 農 業 づ く り 交 付 金 事 業 産 業 課

道 路 ス ト ッ ク 総 点 検 事 業 建 設 課

町 道 改 良 事 業（ 北 筋 出 線 ほ か ） 建 設 課

消 防 救 急 無 線 デ ジ タ ル 化 事 業 消 防 本 部

八 幡 小 学 校 屋 内 運 動 場 床 改 修 事 業 こども教育課

有田川駅伝開催事業（10 周年記念大会） 社会教育課

町 税 等 の コ ン ビ ニ 収 納 税務課ほか

板 尾 地 区 簡 易 水 道 整 備 事 業 水 道 課

公 共 下 水 道 整 備 事 業 下 水 道 課
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やすらぎ福祉課からのお知らせ
■問い合わせ／金屋庁舎やすらぎ福祉課　福祉班　☎52ー2111

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
、
身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神

に
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
手
当
支
給
月
額
／
２
６
，０
０
０
円

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
病
院
に
3
ヶ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と
き

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
、
身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神

に
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額
／
１
４
，１
４
０
円

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

児
童
扶
養
手
当

父
母
の
離
婚
、
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
者
）
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
手
当
を

受
け
る
た
め
に
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申

請
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
申
請
者
や
生
計
同
一
の
扶
養
義

務
者
の
所
得
受
給
状
況
に
よ
っ
て
支
給
制
限

が
あ
り
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

①
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
、
公
的
年
金
や

遺
族
補
償
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

②
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
な
い
と
き
。

③
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童
福

祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

④
父
（
母
）
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
。（
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
の
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
時
を
含
む
）

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的

ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
害
も
し
く
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
症

状
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
、
主
と
し
て
対
象
児

童
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額

１
級
→
４
９
，９
０
０
円

２
級
→
３
３
，２
３
０
円

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
す
で
に
手
当
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
へ

す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

そ
の
手
当
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

届
出
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
も

し
、
届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
を
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
手
当
の
支
給

が
遅
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
手
当
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
忘
れ
ず

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
と
え
ば
、

・
障
害
程
度
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き

・
住
所
を
変
更
し
た
と
き

・
所
得
更
正
さ
れ
た
と
き

・
所
得
の
高
い
扶
養
義
務
者
と
生
計

を
と
も
に
、
ま
た
は
、
別
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き　

等

児童 1 人

全部支給（月額） 41,020 円

一部支給（月額） 41,010 円
～ 9,680 円

※第２子は 5,000 円加算、第３子以降は
　１人につき 3,000 円加算

児童扶養手当額
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※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

・
請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が

分
か
る
も
の

●
対
象
者
の
み
次
の
書
類
も
添
付

し
て
く
だ
さ
い

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

【
前
年
分
】

（
他
市
町
村
よ
り
転
入
し
て
来

ら
れ
た
場
合
）

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
省

略
の
な
い
住
民
票
（
対
象
児
童

が
町
外
に
住
所
を
有
す
る
場

合
）

・
そ
の
他
支
給
事
由
や
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
書
類

平
成
26
年
4
月
か
ら
各
種

手
当
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

平
成
26
年
度
の
各
種
手
当
額
に
つ
い
て
、

「
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当

の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
左
の
表
の

と
お
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
請
求
者
が
父
（
母
）
の
場
合
、
児
童
が
母

（
父
）
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
。

（
父
（
母
）
障
害
該
当
の
場
合　

を
除
く
）

⑥
児
童
が
障
害
を
有
す
る
父
（
母
）
に
支

給
さ
れ
て
い
る
公
的
年
金
の
加
算
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
き
。

た
だ
し
、
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
害
に
あ
る
こ
と
で
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
と
の

受
給
変
更
が
可
能
で
す
。

児
童
手
当

出
生
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
（
15
歳
に
達

し
た
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
公

務
員
の
方
は
所
属
庁
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま

す
。児

童
手
当
は
、
原
則
、
申
請
し
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
事
由
発

生
日
（
お
子
さ
ん
の
出
生
日
等
）
の
翌
日
か

ら
数
え
て
15
日
以
内
の
申
請
で

あ
れ
ば
、
翌
月
の
申
請
で
あ
っ
て
も
事
由

発
生
月
に
申
請
が

あ
っ
た
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

所得制限限度額 支給月額（平成 24 年 6 月～）

0 歳～ 3 歳未満（一律） 15,000 円

3 歳～小学校修了前
（第 1 子・第 2 子） 10,000 円

3 歳～小学校修了前
（第 3 子以降） 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円

所得制限限度額以上（一律） 5,000 円

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）収入額の目安（万円）

0 人 622.0 833.3
1 人 660.0 875.6
2 人 698.0 917.8
3 人 736.0 960.0
4 人 774.0 1002.1
5 人 812.0 1042.1

※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています
ので、ご注意ください。

各種手当変更額 平成 26 年 3 月まで 平成 25 年 10 月から

児童扶養
手当

児童 1 人

全部支給（月額） 41,140 41,020

一部支給（月額） 41,130 ～ 9,710 41,010 ～ 9,680

児童 2 人以上の加算額
2 人目：5,000 円加算、

3 人目以降 1 人につき 3,000 円
（変更なし）

特別児童
扶養手当

1 級 50,050 49,900

2 級 33,330 33,230

障害児福祉手当 14,180 14,140

特別障害者手当 26,080 26,000
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健康みちしるべ

未
成
年
の
飲
酒

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
︲
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

4
月
は
「
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月

間
」
で
す
。

平
成
20
年
内
閣
府
の
意
識
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
中
学
生
で
は
約
2
割
、
高
校
生

で
は
約
5
割
が
飲
酒
経
験
者
で
す
。

ま
た
、
初
め
て
飲
酒
し
た
年
齢
は
「
18

歳
」
に
次
い
で
「
10
歳
以
下
」
の
割
合
が

高
く
、
飲
酒
の
き
っ
か
け
は
、「
好
奇
心

で
」
が
6
割
、「
友
人
や
仲
間
の
す
す
め
」

が
3
割
、
次
い
で
「
親
の
す
す
め
」
が
2

割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
を
飲
酒
に
よ
る
健
康
被
害
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
未
成
年
者
の
飲
酒
に
よ
る
健
康
被
害

＊
脳
細
胞
の
破
壊
が
加
速
さ
れ
る

脳
が
成
長
し
て
い
る
大
切
な
時
期
に
、

飲
酒
す
る
と
脳
細
胞
を
破
壊
し
、
脳
萎

縮
を
早
く
も
た
ら
す
危
険
が
あ
り
ま

す
。

＊
二
次
性
徴
を
遅
ら
せ
る

ア
ル
コ
ー
ル
が
二
次
性
徴
に
必
要
な
性

ホ
ル
モ
ン
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
理

不
順
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す

し
よ
う
。

未
成
年
に
と
っ
て
「
飲
酒
し
な
い
」
と

い
う
選
択
は
正
し
い
の
で
自
信
を
持
っ

て
主
張
し
ま
し
ょ
う

●
喫
煙

＊
飲
酒
同
様
、
未
成
年
喫
煙
禁
止
法
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

飲
酒
開
始
年
齢
が
若
い
程
発
症
す
る
人

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

特
に
未
成
年
は
、
飲
酒
に
対
す
る
自
己

規
制
が
き
か
な
く
な
り
や
す
く
、
そ
の

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

＊
そ
の
他

集
中
力
が
続
か
ず
学
習
す
る
意
欲
が
低

下
す
る
、
精
神
的
成
長
・
心
理
的
発
達

が
停
止
す
る
、怒
り
っ
ぽ
く
な
る
な
ど
。

●
お
酒
の
上
手
な
断
り
方

＊
は
っ
き
り
「
飲
ま
な
い
」
と
意
志
を
伝

え
よ
う

意
志
を
き
っ
ぱ
り
相
手
に
示
す
の
が
ベ

ス
ト
な
方
法
で
す
。

＊
飲
ま
な
い
理
由
が
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ

て
も
ら
う

部
活
動
に
支
障
が
出
る
か
ら
な
ど
、
自

分
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に

断
り
ま
し
ょ
う
。

＊
未
成
年
者
の
飲
酒
は
い
け
な
い
と
主
張

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターはみなさんの子育てを応援します。
“ちょっと困っているんだけど相談相手がほしいな”

“遊び場や友達がほしいな”そんな時はひとりで悩まないで

「ねぇ、みてみて！」小さなサインを受け止めて
子どもの気づきに共感しましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

3日のホットルームはお休みします。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）

☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況	 ※累計は 2 月（25 年度）

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,416  人

2 月支払額 2 億 6,737 万  円

累　　計 34 億 2,642 万  円

1 人当たりの医療費（2 月） 28,395  円

24 年度 1 人当たりの医療費（月） 31,783  円

24 年度 1 人当たりの医療費（年） 381,388  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 3 日（木）／金屋文化保健センター
4 月 7 日（月）／清水保健センター
4 月 10 日（木）／金屋文化保健センター
4 月 17 日（木）／金屋文化保健センター
4 月 24 日（木）／金屋文化保健センター
5 月 1 日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 25 年 12 月生まれ］
4 月 22 日（火）13:00 ～

10 か月児健診
［平成 25 年 5 月生まれ］4 月 1 日（火）13:00 ～
1 歳 6か月児健診
［平成 24 年 8 月生まれ］
4 月 16 日（水）12:45 ～

2 歳児健診
［平成 24 年 1 月生まれ］
4 月 23 日（水）12:45 ～

3 歳 6か月児健診
［平成 22 年 9 月生まれ］
4 月 9 日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

4 月 7 日（月）「はじめまして」
9:00 ～ 11:00  清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

4 月 22 日（火）9:30 ～ 11:00　清水保健センター
「出席シール帳作り」

検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 30日（水）8:00 ～／旧北小学校
　　　　　　　 9:30 ～／西ヶ峯コミュニティセンター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 1 日（火）清水保健センター
4 月 2 日（水）金屋文化保健センター
4 月 16 日（水）きび保健福祉センター
5 月 7 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00～21:00】4 月 10 日（木）
※内容：フィットネスウォーキング

【20:00～21:00】4 月 25 日（金）
※内容：骨盤ひきしめ体操

粟生小学校体育館
【19:30～20:30】4 月 3 日（木）
※内容：フィットネスウォーキング

清水会館
【14:00～15:00】4 月 17 日（木）
※内容：フィットネスウォーキング

■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

お身体大切に！あなたの健康を支えている
国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分
の約 3割は国保税で、残りの国県町負担となる 7割も元を正
せば私たちの税でまかなわれています。医療保険制度を守り、
税負担を少なく．．。私たちのちょっとした心がけで、その上
昇をとめることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

春がそこまでやって来た !

石垣中学校

きび中央保育所

西ヶ峯小学校

公立保育所

生徒会主催による“3 年生を送る会”を
行いました。各学年縦割り班のメンバー
が協力して、クイズ・アタック 25 と百
人一首に挑戦しました。3 年生といっ
しょに活動する機会はこれが最後です。
ちょっぴり寂しい恒例の行事です。

春間近の有田川町に大雪が降りました。
きび中央保育所のみんなも大よろこび。
降り積もった園庭で走り回る子、丸めた
雪を投げあう子、雪ダルマを作る子。み
んな思い思いに空からのすてきな贈り物
を楽しみました。

5・6 年生 7 名が英語劇「Peach Boy」（桃
太郎）を発表しました。みんなが知って
いる昔話でもあり、流ちょうな英語表現
とあいまって全校児童が劇の世界に引き
込まれました。終了後には「PeachBoy」
の歌が校舎内に響き渡りました。

公立保育所の保育士が集まり、遊びの指
導研究会を行いました。地域の方を講師
としてお招きし、広告紙を利用した折り
紙遊びを教えていただきました。子ども
たちのよろこぶ顔を思い浮かべながら、
大先輩のみごとな手業を学びました。
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あんびるやすこ
群馬県生まれ。 東海大学文学部

日本文学科卒業。テレビアニメーションの

美術設定を担当。 その後、 おもちゃの企画

デザインの仕事もしながら、絵本 ・ 児童書の

創作をはじめる。 主な作品に大人気シリ

ーズ 「なんでも魔女商会」 シリーズ

「ルルとララ」 シリーズ / 岩崎書店

「まほうの庭ものがたり」 シリーズ

/ ポプラ社 などがある。

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580
開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

お問い合わせアクセス

○JRきのくに線 藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。） 入場無料

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno

お問い合わせ

なんでも魔女商会 & ルルとララの

とっておきのおはなし
４月20日（日）スペシャルゲスト　あんびるやすこさん

金屋文化保健センター 2Ｆ 小ホール
開場　 12：30 開演 13：00～（約1時間・終了後サイン会）

※整理券が必要です。 詳しくはお問い合わせください。

ＪＲ藤並駅２Ｆ ちいさな駅美術館 Ｐonte del Sogno

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○き び 会 館 図 書 室　☎ 52 ─ 5859（代）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

3月22日土13:00に金屋図書館がリニューアルオープンしました！

絵本原画展
「小さな駅美術館
　～Ponte del Sogno ～」
あんびるやすこ原画展
4 月 1 日（火）～ 5 月 6 日（火）
○有田川町の子ども読書の日○
「なんでも魔女商会＆ルルとララのとっておきのおはなし」
スペシャルゲスト　あんびるやすこさん
4月20日（日）　金屋文化保健センター　2F　小ホール
13：00～　対象：小学生
定員　100名　（金屋図書館で整理券をもらってください）

一 般 書
　小　説　

「首折り男のための協奏曲」 伊坂幸太郎著

「破門」 黒川博行著

「山桜記」 葉室麟著

「乱丸　上下」 宮本昌孝著

「その手をにぎりたい」 柚木麻子著

「怒り　上下」 吉田修一著

　くらし　

「親の家を片づける実践ハンドブック」
 主婦の友社編

「片づけられない親のための幸せの生前整理」
 辰巳渚著

「すぐに役立つ図解と Q＆ A でわかる賠償
額算定から民事・行政・刑事責任の有無

まで最新交通事故の法律とトラブル解決マ
ニュアル 128」 千葉博著

　健　康　

「図解脳卒中家庭でできる簡単リハビリ」
 三好正堂著

「ちょっと心配な健康診断の数値がすぐ
にわかる本」 和田高士著

「アルツハイマー病を治せ！」
 NHKスペシャル取材班著

　子育て　

「子どもを持ったら知っておきたいお金の話」
 飯村久美著

「まっすぐ縫いの子ども服」 野木陽子著

「子どもを守る自然な手当て」 山口温子著

「はじめてでもカンタン離乳食」 松尾みゆき著

4 月の本棚
～就活、婚活、涙活、菌活…いろんな活動～

「親のための子供の婚活応援ガイド」 中西清美著
「涙活公式ガイドブック」 寺井広樹著

「きのこで毎日菌活レシピ」 浜内千波著

「就活生に親が言ってはいけない言葉
言ってあげたい言葉」 舛廣純子著

児 童 書
「あたらしい子がきて」 岩瀬成子作

「がっこうのおばけずかん」 斉藤洋作

「透明人間になった男の子のはなし」
 サリー・ガードナー作

「パピプペポーおんがくかい」 かこさとし作
「あかいありのぼうけんえんそく」 かこさとし作

4月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ）
3～9歳児対象のおはなし会

◎ちいさな駅美術館／ 5日（土）10:00～
◎金 屋 図 書 館／12日（土）10:00～
◎清水 C.C図書室／19日（土）10:00～
◎A L E C／ 26日（土）10:00～

DVD上映会
◎金 屋 図 書 館／13日（日）10:00～
◎ちいさな駅美術館／16日（水）16:00～
◎金 屋 図 書 館／27日（日）10:00～

4月 23日は「子ども読書の日」!!
法律により、4月 23日は「子ども読書の日」と定められて

います。これは、国民の間に広く子どもの読書活動についての
関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行
う意欲を高めるために設けられたものです。この日を中心に、
学校・地域・家庭を通じて、子どもの自主的な読書活動が、よ
り一層進められることが望まれます。

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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当
消
防
本
部
の
平
成
25
年
の
救
急
出
場

件
数
は
、
1
，2
8
3
件
で
過
去
最
高
と

な
り
平
成
24
年
と
比
較
し
て
66
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
傷

病
者
が
救
急
車
を

待
っ
て
い
ま
す
。
救

急
車
の
適
正
な
利
用

に
つ
い
て
今
一
度
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
も
な
い
、
家
族

で
病
院
に
連
れ
て
行
け
る
な
ど
、
診
療

時
間
外
に
病
院
を
探
す
場
合
は
、
和
歌

山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
、
電
話　

0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9（
N
T
T

電
話
帳
の
1
ペ
ー
ジ
に
電
話
番
号
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）
で
診
察
可
能
な
病
院

案
内
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
も
診
察
可
能
な
病
院
の
情

報
提
供
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
診
察
さ
れ

る
病
院
に
症
状
な
ど
を
的
確
に
伝
え
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
本
人
や
家
族
か
ら
連
絡
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

第
2
回
「
防
火
の
詩
」

入
選
作
品
発
表

火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
住
民

の
皆
様
か
ら
、
有
田
川
町
の
火
災
予
防
に

関
す
る
「
標
語
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
」
を
公
募
し
ま
し
た
。
入
選

さ
れ
た
作
品
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
優
秀
賞

　
（
有
田
川
町
田
口
／
田
口　

美
鈴
様
）

「
警
報
器

　家
に
も

あ
な
た
の
心
に
も
」

○
入

　選

（
有
田
川
町
市
場
／
嶋
村　

明
子
様
）

「
ま
あ
待
っ
て

あ
の
火
消
し
た
か

　点
検
し

あ
な
た
の
命

　財
産
守
れ
」

悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売

訪
問
点
検
等
に
ご
注
意
を

最
近
、
各
地
で
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問

販
売
や
訪
問
点
検
に
よ
る
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
不
適
切
な
点
検
を
行
う
業
者

の
手
口
は
巧
妙
で
あ
り
、
高
額
で
消
火
器

を
販
売
し
た
り
不
適
切
な
点
検
を
行
い
高

額
な
金
額
を
請
求
し
た
り
し
ま
す
。
被
害

や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
事
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
専
門
業
者
を
名
乗
り
、
消
火
器
の
強
引

な
点
検
・
購
入
を
強
要
す
る
場
合
、
ま

ず
は
、
身
元
の
確
認
で
き
る
も
の
の
提

示
を
求
め
、
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
安
易

に
サ
イ
ン
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
高
額
な
請
求
が
あ
っ
た
場
合

・
慌
て
て
値
下
げ
交
渉
し
た
り
、

支
払
い
に
応
じ
た
り
せ
ず
に

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

・
脅
迫
的
な
言
動
に
出
た
時

は
、
速
や
か
に
警
察
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

【
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
先
】

・
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
3
‐
4
3
3
‐
1
5
5
1

・
有
田
川
町
役
場
商
工
観
光
課

☎
５
２
‐
２
１
１
１

○
消
火
器
に
つ
い
て

・
一
定
の
規
模
の
事
業
所
（
店

舗
や
事
務
所
等
）
に
は
、
消

防
法
で
消
火
器
の
設
置
義
務

が
あ
り
ま
す
。
一
般
家
庭
に

消
火
器
の
設
置
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
も
し
も
に
備
え
、

消
火
器
を
自
主
的
に
設
置
す

る
こ
と
は
望
ま
し
い
で
す
。

・
消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
8

年
か
ら
10
年
く
ら
い
で
す
。

消
火
器
に
書
か
れ
た
耐
用
年

数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
た
に
消
火
器
を
購
入
す
る

際
は
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
を

そ
の
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
く

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お

店
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
3
件

　

救　
　

急
…
…
…
2
0
6
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
4
件

（
平
成
26
年
2
月
28
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
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人
権
だ
よ
り

　100

犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
い
ま
す
か
？

「
犯
罪
被
害
者
等
」
と
は
、
犯
罪
及
び

こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
人
及
び
そ

の
家
族
又
は
遺
族
の
こ
と
で
す
。

平
成
24
年
に
県
内
で
発
生
し
た
犯
罪
事

件
・
交
通
事
故
は
約
1
万
6
千
件
で
す
。

こ
の
う
ち
凶
悪
犯
（
殺
人
、
強
盗
、
放
火
、

強
姦
等
）
は
76
件
、
交
通
事
故
死
者
数
は

50
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
よ
る
被

害
は
、
直
接
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
そ

の
家
族
な
ど
の
精
神
面
や
生
活
面
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
間
接
的
被
害
も
含
め
る
と
被
害
を
受

け
て
い
る
人
は
相
当
数
に
上
り
ま
す
。

犯
罪
被
害
を
受
け
た
場
合
、
身
体
・
財

産
上
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
・
経
済
的
な
被
害
を
受
け
た
り
、
無

責
任
な
う
わ
さ
話
等
に
よ
り
名
誉
が
傷
つ

け
ら
れ
る
な
ど
、
被
害
後
に
生
じ
る
「
二

次
的
被
害
」
に
苦
し
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

誰
も
が
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
思
い
が
け
ず

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
心
情
に
つ
い
て
、
一
人

ひ
と
り
が
正
し
く
理
解
し
、
自
分
自
身
に

関
わ
る
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

相
談
窓
口

◎
県
庁
県
民
生
活
課

電
話 

0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
3
5
0

月
～
金
曜
9
時
～
17
時
45
分

（
祝
日
、
年
末
・
年
始
を
除
く
）

◎（
公
社
）紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

0
7
3
‐
4
2
7
‐
1
0
0
0

月
曜
日
～
金
曜
日
10
時
～
16
時

土
曜
13
時
～
16
時

（
祝
日
、
年
末
・
年
始
を
除
く
）

◎
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
「
わ
か

や
ま
m
i
n
e
（
マ
イ
ン
）」（
和
歌

山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
内
）

県
は
、
性
暴
力
を
受
け
、
警
察
に
届
け

る
こ
と
も
出
来
ず
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
ず
に
悩
ん
で
い
る
被
害
者
の
相
談

を
受
け
、
緊
急
医
療
（
避
妊
医
療
等
）
が

必
要
な
ら
ば
産
科
医
療
に
つ
な
ぐ
と
と
も

に
、
事
後
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
総
合
的
支

援
に
よ
り
、
心
身
の
負
担
軽
減
、
健
康
回

復
、
警
察
へ
の
届
出
促
進
及
び
被
害
の
潜

在
化
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

☎
0
7
3
‐
4
4
4
‐
0
0
9
9

相
談
・
医
療
9
時
～
17
時

（
土
・
日
は
16
時
30
分
ま
で
、
祝
日
、
年
末
・

年
始
を
除
く
）

緊
急
医
療
（
避
妊
等
）
は
9
時
～
22
時
ま
で

（
年
末
・
年
始
を
除
く
）

①
相
談

・
女
性
相
談
員
が
常
駐

・
本
人
の
希
望
に
よ
る
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

②
医
療
的
支
援
産
科
医
療
等

・
医
療
費
の
公
費
負
担
（
緊
急
避
妊
・
性

感
染
症
検
査
等
）

③
総
合
的
支
援

・
心
理
面
の
継
続
的
支
援
（
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
等
）、
協
力
関
係
機
関
と
の
連
携

＊
臨
床
心
理
士
会

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
紹
介

＊
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

性
暴
力
等
に
関
す
る
長
期
的
な
相
談

＊
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

配
偶
者
暴
力
、
子
ど
も
の
性
的
虐
待
の

相
談

＊
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

精
神
疾
患
等
相
談

・
捜
査
関
連
支
援

＊
警
察
・
・
刑
事
手
続
き

・
法
的
支
援

＊
和
歌
山
弁
護
士
会

　

弁
護
士
相
談
、
民
事
手
続
き

＊
法
テ
ラ
ス

　

民
事
法
律
扶
助
等

3
月
31
日
（
月
）
付
け
で
人
権
擁
護
委

員
の
松
本
博
光
さ
ん
（
杉
野
原
）
が
ご
退

任
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
4
月
1
付
け

で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
大
西
恭
子
さ
ん

（
井
谷
）
が
委
嘱
さ
れ
、
人
権
機
関
有
田

川
委
員
と
し
て
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

0

30

60

90

120

150

63

凶悪犯件数 交通事故死者数

49

20 年 21年 22年 23年 24年

51

62

52

67

54

30

50

76

和歌山県の「凶悪犯件数及び
交通事故死者数」
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

出張講座編
☎

３２－５１０２（金屋庁舎）
２５－１２６９（清水行政局内）

地域包括支援センターは、高齢者や
その家族の方の相談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時　4月21日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護をしている家族さんと本人さんの集まりの場です。

少子高齢化が進み、認知症の方も年々増加しています。認知症になっても、住み慣れ
たこの町で生活を続けたい！身近な方の理解やちょっとした手助けを受けることができ
たら、安心した生活を送ることができると思います。《認知症を正しく理解してもらう！》
それが認知症サポーター養成講座です。
2月10日（月）有田中央高校・清水分校で福祉への取り組みの発表がありました。
引き続き、民生委員さん・ケアマネさん・社協さんによる寸劇等をまじえた、認知症サ
ポーター養成講座を開催しました。

認知症サポーター養成講座

○受講後の生徒の感想○
認知症について初めて知ったことが多くてびっくりした。身の回りの人が認知症になった
りしても親切に対応したりして不安にさせないようにしようと思った。…………… （女性）
その人の気持ちを考え優しく接したい。…………………………………………… （男性）

認知症サポーター養成講座は、いつでもどこでも開催します。
お気軽にお問合せください！
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まちのデータ
（平成 26 年 2 月 28 日現在）

人口 27,538 人

男 12,938 人

女 14,600 人

10,295 世帯

交通事故発生件数
（2月中、物損、高速含む）

有田川町 65 件
死者 0 人　負傷 15 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

4
月
の
行
政
相
談

●
4
月
24
日（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

募 

集

◆
◆
◆

有
田
川
町
ふ
れ
あ
い
農
園
（
奥
）

利
用
者
募
集

本
格
的
に
農
業
を
や
る
こ
と
は
出
来
な

い
け
れ
ど
、
家
庭
菜
園
を
始
め
て
み
た
い

と
お
考
え
の
み
な
さ
ま
「
有
田
川
町
ふ
れ

あ
い
農
園
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

自
然
や
土
に
親
し
み
な
が
ら
、
野
菜
な

ど
の
農
産
物
を
自
分
の
手
で
育
て
収
穫
す

る
喜
び
を
、
家
族
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
現
在
、
空
き
区
画
の
利
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
水
も
空
気
も
暖
か
な

春
か
ら
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
場
所
／
有
田
川
町
奥

■
1
区
画
面
積
／
約
30
㎡

■
使
用
料
／
1
区
画
・
2
千
円
（
月
額
）

【
2
区
画
目
か
ら
は
、
1
千
円
（
月
額
）

に
な
り
ま
す
】

■
募
集
／
随
時
受
付
中
（
有
田
川
町
以
外

の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

■
設
備
等
／
く
わ
等
の
農
機
具
・
駐
車
場
・

休
憩
所
（
ト
イ
レ
・
休
憩
室
等
）
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
園
内
水
道
も
完
備

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
産
業
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
一
般
幹
部
候
補
生
4
月
25
日（
金
）
受
付

締
切
」

■
作
第
1
次
試
験
／
5
月
10
日（
土
）・
11

日（
日
）
※
11
日
は
飛
行
要
員
の
み
。

■
採
用
後
の
待
遇
等

・
初
任
給
／
2
1
4
，
9
0
0
円

※
院
卒
者
試
験
合
格
者
は
2
3
2
，

0
0
0
円

・
幹
部
候
補
生
と
し
て
約
1
年
間
の
教
育

訓
練
終
了
後
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
部

隊
等
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
将
来
、
外
務
省
・
内
閣
官
房
等
へ
の
出

向
、
防
衛
駐
在
官
と
し
て
の
国
外
勤
務

等
多
様
な
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

・
外
国
の
大
学
等
へ
の
留
学
、
国
内
の
大

学
（
研
究
機
関
含
む
）
等
へ
の
派
遣
等

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

※
県
外
大
学
生
の
受
験
手
続
き
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所

〒
6
4
9
―
0
3
1
6

　

有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
―
2

☎
0
7
3
7
‐
８
２
‐
6
6
3
1

君
も
国
際
人
に
！
有
田
川
町

中
学
生
海
外
研
修
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格
／
中
学
2
年
・
3
年
生
（
町

内
在
住
・
在
学
）

■
募
集
定
員
／
30
名
※
選
考（
面
接
ほ
か
）

■
研
修
先
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ノ
ー
ザ

ン
テ
リ
ト
リ
ー
準
州
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
・

パ
ー
マ
ス
ト
ン
市

■
研
修
期
間
／
8
月
4
日（
月
）～
16
日（
土
）

13
日
間
（
予
定
）

■
参
加
負
担
金
／
10
万
円

■
申
込
期
間
／
5
月
1
日（
木
）～
9
日（
金
）

（
予
定
）

■
受
付
時
間
／
8
時
30
分
～
17
時
15
分

■
お
申
込
み
先
及
び
申
込
書
配
付
場
所
／

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
2
F
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課
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■
申
込
受
付
期
間

4
月
16
日
（
水
）
～
25
日
（
金
）

■
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

■
そ
の
他

○
入
居
に
は
、
所
得
制
限
等
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

○
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

○
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、　

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者

を
決
定　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

税 

金

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

「
特
別
徴
収
」
と
は
、
公
的
年
金
か
ら

税
金
等
を
天
引
徴
収
す
る
制
度
で
す
。

■
実
施
期
間
／
4
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

■
対
象
者

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、「
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
（
仮
徴
収
）」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

平
成
22
年
4
月
か
ら
、〝
倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
〟
や
〝
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
〟
を
さ
れ
た
方
の
、
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
に
は
、
届
出
が
必
要
で

す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
と
認
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
役
場
各
庁
舎
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
求
職
者
給

付
を
受
け
る
方
、
あ
る
い
は
、
受
け
た
方

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
（
例
／
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
（
例
／
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
、
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
に
該
当
さ
れ
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び
特
例
受
給
資

格
者
の
方
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
の
対

象
で
な
い
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
額
／
国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
は
、
該
当
者
の
み
、
前
年
の
給
与

所
得
を
そ
の
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し

て
行
い
ま
す
。
同
一
世
帯
の
そ
の
他
の

家
族
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
計
算
と
な

り
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

募
集
中
の
団
地
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
の
団
地
も
、
浴
室
・
ト
イ
レ
付

で
、
木
造
2
階
建
3
D
K
。

■
対
象
税
額
／

本
年
4
・
6
・
8
月
の
年
金
支
給
か
ら

徴
収
す
る
分
に
つ
い
て
は
、「
仮
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
よ
り
算
定
し
た
金
額
を
徴
収
し
ま

す
。10

月
以
降
の
年
金
支
給
か
ら
は
、「
本

徴
収
」
と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
所
得
等
を

も
と
に
算
定
（
7
月
中
旬
に
通
知
予
定
）

を
行
い
、
算
定
さ
れ
た
金
額
か
ら
仮
徴
収

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
口
座
振

替
で
国
民
健
康
保
険
税
を
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い
る
方

②
こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
を
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
け
る
方

　（す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
含
ま
れ
ま
す
）

た
だ
し
、
該
当
す
る
世
帯
で
こ
れ
か
ら

申
請
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
8
月
分
以

降
か
ら
の
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
な
理
由
が
な
く
納
付
が

滞
っ
た
場
合
や
、
口
座
振
替
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
本
年
10
月
か
ら
特
別
徴

収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　考

小峠団地 清水 155 番地 1 戸 19,200 円～
37,800 円

H9 建築
3DK・浴室・トイレ

木造 2 階建
79.4㎡

小原団地 清水 680 番地 1 戸 14,200 円～
28,000 円

S63 建築
3DK・浴室・トイレ

木造 2 階建
71.82㎡

板尾団地 板尾 498 番地 1 戸 9,300 円～
18,300 円

S60 建築
3DK・浴室・トイレ

木造平屋建
54.45㎡

浴室には風呂釜等（ボイラー）を取付けておりませんので、入居者で取付ける必要が
あります。
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な
お
、
軽
自
動
車
の
名
義
、
運
転
者
に

つ
い
て
も
障
害
の
程
度
に
よ
り
規
定
が
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
下
記
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
も

減
免
の
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
の
利

用
に
供
す
る
軽
自
動
車（
車
検
証
に「
身

体
障
害
者
輸
送
車
」
や
「
車
い
す
移
動

車
」
等
と
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
公
益
法
人
等
が
そ
の
公
益
事
業
の
た
め

に
使
う
も
の

※
な
お
、
上
記
の
う
ち
、
公
益
法
人
等
が

そ
の
公
益
事
業
の
た
め
に
使
う
車
両
に

つ
い
て
は
納
期
限
の
7
日
前
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る

土
地
や
家
屋
の
価
格
な
ど
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
へ
の
登
録
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
／
4
月
1
日（
火
）
～
6
月

2
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分        

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

□
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
（
宅
地

等
）
の
価
格
の
下
落
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
軽
減
期
間
／
離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌

年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付
を
受
け
る
期

間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
届
出
が
遅
れ
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で

就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終

了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
の

減
免
に
つ
い
て

心
身
障
害
の
程
度
が
一
定
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
場
合
は
次
の
も
の

を
用
意
し
、
平
成
26
年
4
月
2
日（
水
）

か
ら
平
成
26
年
6
月
2
日（
月
）
ま
で
の

間
に
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

減
免
で
き
る
の
は
、
障
害
者
の
方
一
人

に
対
し
て
一
台
で
す
。
た
だ
し
、
普
通
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

1
／
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か

2
／
運
転
免
許
証
（
付
き
添
い
の
運
転
者
が

い
る
場
合
、
そ
の
運
転
者
の
免
許
証
）

3
／
印
鑑
（
認
印
可
）

□
登
録
価
格
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
縦

覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
の
間
に
限

り
、審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

期
間

平
成
26
年
4
月
1
日（
火
）～
平
成
27
年

3
月
31
日（
火
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

福 

祉

◆
◆
◆

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

社
会
適
応
が
困
難
な
高
齢
者
（
65
歳
以

上
の
虚
弱
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
）

の
方
を
訪
問
し
日
常
生
活
、
家
事
お
よ
び

対
人
関
係
の
構
築
に
対
す
る
支
援
、
指
導

を
行
う
事
業
で
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

法
に
規
定
す
る
要
支
援
・
要
介
護
と
認
定

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
町
内
の
同
一
区
域
内

で
子
ど
も
が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
本

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
に
は
利
用
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
あ
ん
し
ん

シ
ス
テ
ム（
緊
急
通
報
装
置
）貸
与

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
方
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度

身
体
障
害
者
の
方
、
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら

し
の
突
発
的
な
症
状
で
生
命
に
危
険
の
あ

る
持
病
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
緊
急

通
報
装
置
の
貸
与
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
同
一
区
域
内
に
、
お
子
様
が
お

住
み
の
方
に
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

■
貸
与
費
用

設
置
工
事
費

１
，４
９
１
円
（
設
置
時
）

電
池
代　

４
０
０
円（
2
年
に
一
回
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

（
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
支
援
・
要

介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
は
除
く
）
で
、
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
を
対
象
に
有
田

川
町
公
共
施
設
に
お
い
て
、
娯
楽
・
機
能

訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
に
は
利
用
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課
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老
人
日
常
生
活
用
具
の
給
付
制
度

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
お
お
む
ね

65
歳
以
上
）
で
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
対
し
、日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

次
の
用
具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
給

付
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
基
準
額

火
災
警
報
器
（
取
付
費
は
除
く
）

	

４
，０
０
０
円

電
磁
調
理
器
（
卓
上
式
の
も
の
）

	

２
０
，０
０
０
円

自
動
消
火
器	

３
０
，９
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

平
成
26
年
度
有
田
川
町

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

有
田
川
町
で
は
町
内
在
住
の
重
度
障
害

者
の
方
々
に
対
し
、
社
会
参
加
と
福
祉
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
し
「
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

助
成
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間
最
大
24

枚
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ク

シ
ー
の
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
い
た
し

ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方
は
、
本
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
お
ら
れ
、

本
町
で
管
理
す
る
下
記
手
帳
を
お
持
ち
の

方
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
各
庁
舎
担
当
課
窓
口
ま
で
申
請
に
お

越
し
下
さ
い
。

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
を
お
持

ち
の
方

②
療
育
手
帳
A
1
・
A
2
を
お
持
ち
の

方
③
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
1
級
を
お
持
ち

の
方

■
交
付
枚
数
／
年
間
24
枚

■
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

有
田
交
通
・
有
鉄
観
光
タ
ク
シ
ー
・
末

広
タ
ク
シ
ー（
株
）・
わ
か
ば
の
郷
・
つ
ば

め
介
護
タ
ク
シ
ー
・
ま
ご
こ
ろ
ラ
ン
ド
・

介
護
タ
ク
シ
ー
太
陽
・
南
交
通
株
式
会
社
・

中
紀
河
南
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
・
株
式
会

社
あ
り
だ
り
あ

■
利
用
で
き
る
期
間
／
平
成
26
年
4
月
1

日
～
平
成
27
年
3
月
31
日

■
申
請
に
必
要
な
物
／
対
象
と
な
る
障
害

者
手
帳
・
印
鑑

■
申
請
受
付
窓
口
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行

政
局
：
住
民
福
祉
室

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す

【
高
齢
者
福
祉
通
院
外
出
事
業
】

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
保
険
の

認
定
（
要
介
護
1
以
上
）
を
受
け
ら
れ
て

い
る
概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
車
椅
子
・

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば

移
動
が
困
難
な
方
に
、
医
療
機
関
へ
の
通

院
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

こ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
町
に

申
請
し
、「
外
出
事
業
利
用
者
証
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
用
時
に
は
、
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

【
老
齢
者
介
護
手
当
支
給
事
業
】

有
田
川
町
内
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
65

歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す

る
要
介
護
3
・
4
・
5
と
認
定
さ
れ
た
方

（
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
除
く
）
を
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
介
護
者
（
同
町
内
に
住
所
を

有
す
る
）
に
対
し
て
、
月
２
，０
０
０
円

の
手
当
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
老
人
紙
お
む
つ
支
給
事
業
】

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
1
以

上
と
認
定
さ
れ
、
常
時
失
禁
状
態
の
方
で

在
宅
で
介
護
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に
紙

お
む
つ
購
入
費
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
申
請
が
必
要
で
、
支

給
要
件
（
所
得
要
件
等
）
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

案 

内

◆
◆
◆

平
成
26
・
27
年
度
有
田
川
町
小

規
模
修
繕
等
参
加
登
録
の
受
付

を
開
始
し
ま
す

平
成
26
・
27
年
度
の
2
年
間
有
効
と
な

る
有
田
川
町
小
規
模
修
繕
等
参
加
登
録
の

受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
有
田
川
町
入
札
参
加
資

格
登
録
申
請
要
領
（
建
設
工
事
）
に
基
づ

く
資
格
審
査
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
有

田
川
町
が
発
注
す
る
「
少
額
で
内
容
が
軽

易
な
」
工
事
、
修
繕
等
の
受
注
を
希
望
す

る
方
を
登
録
し
、
町
内
業
者
の
受
注
機
会

を
拡
大
し
、
町
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
吉
備
庁
舎
ま

た
は
清
水
行
政
局
で
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
請
要
領
に
よ
り
吉

備
庁
舎
総
務
政
策
部
総
務
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間

　

随
時
（
閉
庁
時
間
・
閉
庁
日
を
除
く
）

■
登
録
で
き
る
方

1
／
町
内
に
主
た
る
事
業
所
（
本
店
）
を

置
い
て
い
る
方

2
／
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
破
産

者
で
な
い
方

3
／
有
田
川
町
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請

要
領
（
建
設
工
事
）
に
基
づ
く
登
録

が
さ
れ
て
い
な
い
方

※
建
設
業
の
許
可
、
免
許
ま
た
は
登
録
の

有
無
、
希
望
業
種
、
経
営
組
織
、
従
業

員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
許

可
・
免
許
等
が
必
要
な
業
種
を
除
く
）。

■
登
録
業
種

大
工
、
左
官
、
ガ
ラ
ス
、
建
築
板
金
、

建
具
、
塗
装
、
防
水
、
内
装
、
畳

■
有
効
期
間
／
平
成
26
年
度
～
平
成
27
年
度

■
申
請
書
類

20



吉
備
庁
舎
総
務
政
策
部
総
務
課
、
清
水

行
政
局
総
務
政
策
室
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.a
rid

a
g

a
w

a
.

lg.jp/

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

町
税
等
が
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
ま
す

平
成
26
年
4
月
か
ら
有
田
川
町
の
町
税

等
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
は
も
と
よ
り
日
本
全
国
、
休
日
・
夜

間
を
問
わ
ず
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
利
用
で
き

る
店
舗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
セ

ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
ー
・
サ
ー
ク
ル
K
・
サ
ン
ク
ス
・

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
・

ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
・
ヤ

マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ

プ
・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
・
ス
パ
ー
（
北
海

道
）・
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
・
タ
イ
エ
ー
・

ポ
プ
ラ
・
く
ら
し
ハ
ウ
ス
・
ス
リ
ー
エ
イ

ト
・
生
活
彩
家
・
ス
リ
ー
エ
フ
・
セ
ー

ブ
オ
ン
・
コ
コ
ス
ト
ア
・
エ
ブ
リ
ワ
ン
・

M
M
K
設
置
店
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ト
ア

※
名
称
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
1
月

現
在
の
も
の
で
す
。

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
町
税
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
●
固
定
資
産

税
●
軽
自
動
車
税
●
国
民
健
康
保
険
税
●

介
護
保
険
料
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
保
育
料
●
町
営
住
宅
使
用
料
（
駐
車
場

使
用
料
）
●
水
道
料
（
公
共
下
水
道
料
金

含
む
）

次
の
よ
う
な
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
納

付
書
●
納
付
書
1
枚
あ
た
り
の
金
額
が

30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
●
取
扱
期
限

（
納
期
限
日
）
を
過
ぎ
た
納
付
書
●
破
損
、

汚
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取

れ
な
い
納
付
書
●
金
額
を
訂
正
し
た
納
付

書
●
前
納
報
奨
金
が
明
記
し
て
あ
る
納
付

書
（
コ
ン
ビ
ニ
で
は
前
納
報
奨
金
は
取
扱

い
で
き
ま
せ
ん
。
前
納
を
希
望
の
方
は
取

扱
可
能
な
金
融
機
関
も
し
く
は
役
場
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
以
上
の
よ
う
な
納
付
書
は
、
お
手
数
で

す
が
取
扱
可
能
な
金
融
機
関
も
し
く
は

役
場
で
納
め
て
下
さ
い
。（
な
お
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
に
お
い
て

は
、
近
畿
2
府
4
県
で
の
納
期
内
納
付

の
み
取
扱
で
き
ま
す
。）
納
税
（
納
付
）

証
明
書
が
す
ぐ
に
必
要
な
方
は
、
支
払

わ
れ
た
税
（
料
）
金
が
有
田
川
町
へ
入

金
さ
れ
る
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
必
ず
「
領
収
証
書
」
を
持
参
し
、

ご
提
示
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
各
税
・
料
の
担
当
課

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
お

知
ら
せ

平
成
26
年
4
月
か
ら
、
消
費
税
率
が
8

パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
の
支
給
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
こ
れ
ら
給
付
金
の
申
請
及
び
給
付
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
中
で
す
。

今
後
、
具
体
的
な
給
付
の
方
法
等
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対
象
と

な
る
児
童
。

※
平
成
26
年
1
月
1
日
出
生
児
も
対
象

　

た
だ
し
、
下
記
に
該
当
す
る
場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
で
あ
る
場

合
○
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

■
支
給
額

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
１
０
，０
０
０
円

■
申
請
方
法
に
つ
い
て

・
申
請
先
／
基
準
日
（
平
成
26
年
1
月
1

日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

・
申
請
受
付
時
期
／
申
請
受
付
は
平
成
26

年
7
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
！
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
よ
そ

お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
A
T
M

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
臨
時

福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
の
給
付
の
為
に
、
手
数
料

な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

●
現
時
点
で
、
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
※

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
役
場
や
厚
生
労

働
省
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ

ず
、
役
場
や
警
察
署
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
改
定

こ
の
度
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
少
な
い
方
な
ど
に
は
、

従
前
ど
お
り
、
均
等
割
額
、
所
得
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
均
等
割

額
2
割
・
5
割
軽
減
の
対
象
が
拡
充
さ

れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
方
々
へ
の
保
険
料
の
通
知

は
、
所
得
等
に
よ
る
軽
減
計
算
を
し
た
後

に
、
7
月
頃
、
役
場
か
ら
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
保
険
料
率
（
年
額
）

平
成
26
・
27
年
度

均
等
割
額　

４
４
，７
３
０
円

所
得
割
率　

8
．55
％

参
考
：
平
成
24
・
25
年
度

均
等
割
額　

４
３
，２
７
１
円

所
得
割
率　

8
．28
％

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

■
給
付
対
象
者
（
条
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

〇
平
成
26
年
1
月
1
日
に
お
い
て
、
有
田

川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

〇
平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
な
い
方

た
だ
し
、
次
の
①
②
に
該
当
す
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合

②
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

■
給
付
額
／
給
付
対
象
者
1
人
に
つ
き

1
万
円

※
給
付
対
象
者
の
中
で
下
記
に
該
当
す
る

方
は
、
5
千
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等

の
受
給
者
な
ど

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

■
支
給
対
象
者
／
左
記
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
た
方
が
対
象
で
す
。

・
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例

給
付
を
含
む
。）
の
受
給
者

・
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

■
支
給
児
童
／
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
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※
法
令
改
正
に
伴
い
、
賦
課
限
度
額
が

55
万
円
か
ら
57
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8

　吉
備
庁
舎
住
民
課

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事
の
開
催

■
日
時
／

　

平
成
26
年
4
月
20
日（
日
）

　

9
時
か
ら
15
時

■
場
所
／
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

（
大
阪
府
和
泉
市
伯
太
町
官
有
地
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
0
7
2
5
‐
４
１
‐
0
0
9
0

本
年
4
月
1
日
以
降
に
70
歳
に

達
す
る
方
の
国
民
健
康
保
険
の

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
一
部
負
担

金
割
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
以
降

国
が
特
例
で
1
割
と
す
る
措
置
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

に
70
歳
に
達
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4
月
2
日
以

降
の
者
）
の
病
院
等
で
の
一
部
負
担
金
等

の
割
合
が
2
割
に
な
り
ま
す
。
但
し
、
そ

れ
以
前
の
誕
生
日
の
方
は
1
割
の
ま
ま
で

す
。（
現
役
並
所
得
の
方
は
、
ど
ち
ら
も

3
割
）
高
額
療
養
費
等
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
変
更
有
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

山
の
木
を
切
る
前
に
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
！

山
の
木
を
切
る
と
き
は
、
切
り
始
め
る

90
日
か
ら
30
日
前
ま
で
に
町
長
あ
て
に「
伐

採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
」
を
提
出

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
伐
採
す

る
面
積
が
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
と
き
は
、
和

歌
山
県
知
事
の

許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
産
業
課
・
清

水
行
政
局
産
業
振
興
室

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

4
月
の
水
道

料
金
の
お
支
払

い
期
限
は
、
23

日（
水
）
で
す
。

口
座
振
替
の
お

客
様
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を

お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

4
月
の
献
血

■
4
月
2
日（
水
）

○
有
田
川
町
消
防
本
部
吉
備
金
屋
消
防
署

9
時
30
分
～
11
時
30
分

○（
株
）松
源
吉
備
店　

13
時
～
16
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

23



有
田
川
町
と
紀
美
野
町
に
ま
た
が
る
生
石
山
（
標
高
8
7
0

メ
ー
ト
ル
）
は
、
山
頂
が
３
６
０
度
の
眺
望
と
広
大
な
ス
ス
キ
の

草
原
で
有
名
な
県
立
自
然
公
園
で
あ
り
、
珍
し
い
高
山
植
物
や
小

動
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
、
遠
く
淡
路

島
や
四
国
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
眺
め
は
関
西
屈
指
と

も
い
わ
れ
、
昔
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

生
石
山
は
、
生
石
神
社
の
ご
神
体
や
山
頂
の
笠
石
と
呼
ば
れ
る

巨
岩
を
は
じ
め
、
付
近
に
は
岩
石
が
露
出
し
、
古
来
よ
り
神
の
宿

る
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
生
石
山
に
は

生
石
明
神
と
い
う
独
自
の

信
仰
が
生
ま
れ
、
東
の
生

石
神
社
や
西
の
五
名
生
石

神
社
と
い
う
生
石
山
の
山

岳
信
仰
か
ら
創
始
さ
れ
た

神
社
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
石
山
は
弘
法
大

師
空
海
が
高
野
山
創
建
以

前
に
修
行
し
た
地
と
伝
え

ら
れ
、
空
海
が
高
野
の
地

を
見
つ
け
た
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
か
ら
旅
笠
を
忘
れ
て
出
立
し
て

し
ま
い
、
忘
れ
た
笠
が
岩
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
笠
石
や
、
生

石
山
の
三
角
点
か
ら
や
や
下
っ
た
場
所
に
あ
り
、
空
海
が
硯
の

水
を
と
る
た
め
に
足
下
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が
出
た
場
所

と
伝
え
ら
れ
る
硯
水
な
ど
空
海
ゆ
か
り
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
石
山
は
、
か
つ
て
は
周
辺
地
域
の
茅
取
り
場
と
し

て
人
々
の
生
活
に
密
接
し
た
場
所
で
し
た
が
、
茅
葺
き
民
家
の

減
少
に
よ
り
茅
場
と
し
て
の
役
割
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
14
年
か
ら
山
焼
き

が
再
開
さ
れ
、
良
質

な
茅
が
産
出
す
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
で

は
重
要
文
化
財
の
茅

葺
き
屋
根
の
修
理
に

も
使
用
さ
れ
て
お

り
、
先
月
も
重
要
文

化
財
法
音
寺
本
堂
の

修
理
工
事
の
た
め
、

地
域
の
方
々
に
よ
る

茅
の
刈
り
取
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

4
月
29
日（
火
）
に
は
、
生
石
高
原
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
春
の
日
を
生
石
山
で
過
ご
し
て
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

生
石
高
原
の
山
開
き

番
外
編

生
石
高
原
山
開
き

日
時
／
４
月
29
日（
火
）
11
時
〜　

※
雨
天
時
は
翌
日

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌
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有
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